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記録

沖縄島東方沖で採集されたメカジキ Xiphias 
gladius Linnaeus, 1758 の異内容物中からツノ
ナガチヒロエビ Aristaeomorpha foliacea (Risso, 
1827) が得られたため , 標本に基づき記録する . 
ツノナガチヒロエビは , チヒロエビ科ツノナ
ガチヒロエビ属 Aristaeomorpha Wood-Mason, in 
Wood-Mason & Alcock, 1892 に属し , 体長 20 cm
を超える大型種であり , 食用としても利用され
る (Holthuis 1980; 林 1986, 1992; Pérez Farfante & 
Kensley 1997). 本種は , 水深 60–1330 m より報
告されており , 地中海 , 大西洋 , インド洋 , 西部
太平洋の広域に分布することが知られている 
(Crosnier 1978; 林 1992; Pérez Farfante & Kensley 
1997). また , 近年の遺伝学的研究によると , 少
なくとも地中海およびモザンビーク海峡産の集
団と , オーストラリア北西部集団 ( インド洋東
部 ) の間には , 種レベルの分化が認められるこ
とが指摘されている (Fernández et al. 2013). 国内
では , 本州東北海域および相模湾以南の太平洋
岸一帯 , 東シナ海の大陸斜面域 ( 沖縄舟状海盆
を含む ) の水深 350–700m で採捕されることが
知られる ( 林 1986, 1992; 平本 1987; Komai 1993; 
Komai & Komatsu 2009; 山本 ･ 長澤 2011).

本報告で扱った標本は , 70 % エタノールで
保存した後 , 琉球大学博物館風樹館 (RUMF) に
登録 ･ 収蔵した . また , 標本のサイズは , 眼窩甲
長 (postorbital carapace length: pcl) で示した .

Aristaeomorpha foliacea (Risso, 1827)
ツノナガチヒロエビ

( 図 1)

調査標本 . 1 雌 (RUMF-ZC-6088; pcl 52.91 mm), 
4 雌 , 1 雄 , 2 性別不明 ( 破損のため )  (RUMF-
ZC-6089; pcl 41.19–62.97 mm, n=4), 沖縄県沖縄島
東方沖 ( 平安座島南東沖 )  “ 金武海底谷 ”，2019
年 6 月 25 日 , メカジキ (80 kg) の異内容物中か
ら採集 , 水深 600 m, 仲門徳和 採集 .

備考 . 本研究でメカジキの胃内容物中から得ら
れたエビ類標本は , 損傷が激しかったものの , 
雌 5 個体 , 雄 1 個体 , 性別不明 ( 損傷のため ) 2
個体の計 8 個体分の頭胸甲部が含まれていた . 
これらの標本は , 1) 額角から頭胸甲の背中線上
に 5–10 棘を有し ,  そのうち 2 棘は頭胸甲上に
あること , 2) 頭胸甲に触角上棘 , 肝上棘 , 鰓前
棘を備えること , 3) 第 3–6 腹節に正中隆起があ
るが , 第 3 腹節の正中隆起は同節の後部のみに
見られること , 4) 第 4–6 腹節の正中隆起は , 各
節の前縁から後縁までに生じ , その後縁は棘状
になること , 5) 尾肢の内肢は尾節よりも長い , 
などの特徴を有しており , 過去に報告されたツ
ノナガチヒロエビの形態的特徴に良く一致して
いた (Crosnier, 1978; 林 1986, 1992; Pérez Farfante 
& Kensley 1997; Tavares & Serejo 2007). 

本研究で得られた全てのツノナガチヒロエビ
標本は , 沖縄島近海 ( 平安座島南東沖の “ 金武
海底谷 ”) の水深 600 m で捕獲された 1 個体のメ
カジキ ( 体重約 80 kg) の胃内容物から得られた . 
メカジキの餌生物としては , 魚類 , 頭足類 , 甲殻
類などが知られるが , その大部分は魚類および
頭足類であり (Palko et al. 1981; Clarke et al. 1995; 
Chancollon et al. 2006; Gorni et al. 2013), さらに , 
甲殻類の記録の中にもツノナガチヒロエビと同
定された報告は確認できない . よって , 本報で
標本に基づいて同定されたツノナガチヒロエビ
は , メカジキの餌生物としての初記録になる . 

ツノナガチヒロエビは , 食用として利用さ
れており , 特に地中海などにおいて重要な水
産資源として認識されている ( 林 1986, 1992; 
Fernández et al. 2013). 現在のところ , 本種は , 沖
縄近海での水産資源として未活用であるが , 久
米島の沖縄県海洋深層水研究所の深層水取水
口 ( 水深 612 m 地点に設置 ) から本種個体が頻
繁に記録されていることや ( 須藤ら 2004, 2005, 
2006; 城 間 ら 2007, 2008, 2009; Kuramochi et al. 
2008), 本研究で得られた標本も沖縄島近海の水
深 600 m で捕獲されたメカジキから得られたこ
となどから , 沖縄近海域の水深 600 m の水深帯
において , ある程度の資源量が存在することが
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58 [Record] Fujita & Ebisawa: Aristaeomorpha foliacea from Okinawa Island.

図 1. メカジキ Xiphias gladius Linnaeus, 1758 の異内容物中から採集されたツノナガチヒロエビ Aristaeomorpha 
foliacea (Risso, 1827). 雌 , 全体側面 (RUMF-ZC-6088; pcl 52.91 mm).
Fig. 1. Aristaeomorpha foliacea (Risso, 1827), found in the stomach contents of the swordfish, Xiphias gladius 
Linnaeus, 1758. Female, lateral view of fresh specimen (RUMF-ZC-6088; pcl 52.91 mm).

推察される . 今後 , メカジキの餌料生物として , 
あるいは水産資源として評価するための調査研
究が望まれる .
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Aristaeomorpha foliacea (Risso, 1827) 
(Crustacea: Decapoda: Dendrobranchiata: 
Penaeoidea: Aristeidae), found in the 
stomach contents of the swordfish, Xiphias 
gladius Linnaeus, 1758, caught from off 
Okinawa-jima Island, Ryukyu Islands, Japan
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Abstract. Specimens of the giant red shrimp, 
A r i s t a e o m o r p h a  f o l i a c e a  ( R i s s o ,  1 8 2 7 ) 
(Dendrobrancthiata: Aristeidae), were recorded on 
the basis of the specimens found in the stomach 
contents of the swordfish, Xiphias gladius Linnaeus, 
1758, caught from off Okinawa-jima Island, Ryukyu 
Islands, Japan, representing the first record as a prey 
item for X. gladius.
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